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○
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○
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○

◇

○
○

◇ 生活困窮者支援 ○

高齢者がこれまで培ってきた能力や経験をいかせるようさまざまな社会参加の場や機会の提供や、主体的な活動を促す環境づくり

③高齢者が住み慣れたまちでいきいきと暮らし続ける環境づくり

地域生活の支援

区民が住み慣れた地域で多様化する医療ニーズに応じて適切な医療を選択できるよう、区民に対して正確な医療情報を提供
診療所、薬局などと連携を図り、区民が安全に安心して医療を受けることができる体制づくりを推進

関係機関の連携によるライフステージに応じた切れ目のない支援を行い、障害者の社会的自立と社会参加を一層促進

きめ細かな子育て支援サービスの充実、子育てに関する多様な相談に応えられるよう相談体制の充実
保育を必要とするすべての子どもが保育施設を利用できるような環境の整備

サービスの提供

身近な場所で運動できる機会を増やすため、区民が主体的に行う健康づくりの輪を広げる取組を支援

さまざまな違いを越えて、相互に理解し合い、支え合う地域社会の実現に向けて、区民や民間事業者等に対する一層の普及・啓発

ワーク・ライフ・バランスの推進、区の政策・方針決定過程や地域活動への参画などの一層の拡大

ユニバーサルデザインのまちづくり、心のバリアフリー、障害者差別解消、動物の愛護と適正な飼養の普及・啓発

地域包括ケアシステムの定着・機能に向けて、介護と医療の連携や地域の社会資源の発掘・活用の推進、多様な担い手による生活
支援や高齢者が安心して生活できる住まいなど、きめ細かいサービスが提供できる体制の整備

男女平等を阻む暴力防止や性別による役割分担の固定化・偏重をなくすための意識啓発

全国的な傾向と同様、本区の主要な死亡原因は、がん、
心疾患、脳血管疾患などの生活習慣病が上位を占めてお
り、食生活の改善等、生活習慣病の予防の取組が必要 感染症対策

予防方法の普及・啓発、平常時よりの情報共有、患者発生時の調査、検査、および保健指導などの確実な対応
国や東京都、関係機関と連携しながら旅行者が多い本区の特性を踏まえた体制の充実・整備を推進

2  誰もがいきいきと暮らしていくために
教育・保育の一体的提供を進め、就学前教育の充実と義務教育に至る学びの連続性を確保

②健康危機管理対策の推進

医療

子どもの
健やかな育ち
の支援

１ 安心部会報告概要
大項目 施策の方向性

出産・育児を行うすべての保護者が孤立感や不安感を感じることなく、心身ともに健康に子育てできる環境を整備
困りごとがあったときに、身近な場所で相談でき、支援を必要とする家庭が適切なサポートを受けることができる環境づくり

30歳代、40歳代を中心とした子育て世帯が増加しており、
保護者の不安が軽減され、安心して子育てができる環境
の充実が必要

1  すべての人々が健康であるために ①ライフステージに応じた健康づくり

 【現況と課題】

居住の場の拡充や日中活動支援の強化、施設から地域への移行支援や働く機会の場の拡大、就労継続や職場定着などを推進

②障害者が地域で自立し、充実した生活を送ることができる環境づくり

本区の乳幼児人口は平成30（2018）年には１万人を超える
と推計。このため、保育や子育て環境の整備をはじめとし
たさまざまな課題に対応していくことが急務

人口の増加に伴い、障害者福祉サービスの受給対象者は
増加傾向。今まで以上に、障害特性を踏まえ、一人一人
のニーズに応じたライフステージを通じた支援が可能とな
るよう基盤整備と支援体制の充実が必要

正しい知識や食を選ぶ力を身につけ実践するための支援など、子どもから高齢者に至るまで生涯を通じた食育の推進

本区の平成28（2016）年１月１日の高齢化率は国の率より
低いものの、高齢者人口は年々増加し、これに伴い、要支
援・要介護認定者数も増加。高齢者が住み慣れた地域に
おいて元気で心豊かな生活を継続できる社会を実現する
取組が必要

食生活の安全を守り、健康被害を防止するために、区と各事業者団体などとの連携を強化し、衛生的で快適な生活環境を確保銀座・日本橋・築地など、国内外から多くの観光客が訪れ
る日本を代表するにぎわいのまちであることの特性を踏ま
えて、生活衛生の向上や感染症対策への取組が必要

 【現況と課題】

子育てに関して困り事があったときには、いつでも身近な地域で相談ができるよう地域ぐるみで支援できる環境づくりを推進

母と子の健康

心の不調や自殺予防について正しい知識を持ち、必要な時に早期に相談や治療につなげる取組を実施
若年から高齢までそれぞれのライフスタイルに応じて手軽に健康づくりに取り組める環境づくりや、受動喫煙防止対策の推進

障害者福祉関係機関が相互に連携しながらネットワークを築き、地域の相談支援機能を強化して、サービスを提供

①子どもが健やかに育つ地域づくり

「育ちに支援を必要とする子ども」については、関係機関が相互に連携し、ライフステージに応じた切れ目のない支援と見守りを実施

子どもが安心して自由に遊べる場を確保、友だちやさまざまな人と触れ合いながら成長できるような環境の充実

子育て支援

健康づくり

障害のある方が個性や能力をいかしながら、一人一人のニーズとライフスタイルに応じたサービスが受けられる体制の整備

②すべての人の尊厳が守られる社会の推進

行政や地域住民による見守り活動など、一人暮らし高齢者などの孤立防止と高齢者が支え合う地域づくりの推進
災害時における安否確認や避難誘導等の支援体制の強化

地域生活の支援

地域に暮らす人々の生活課題が多様化・複雑化する中、
分野をまたがる複合的な課題や制度の谷間にある課題が
生じてきており、従来の公的な福祉サービスを充実・整備
するだけでは対応しきれない状況も見られる

健康づくり
（介護予防）

区内の運動できる施設や地域の活動団体だけでなく、民間によるサービスを含め、自らの意思で選択して活用できる体制づくり

3  互いに尊重しあって生きていくために

共生社会

サービスの提供

生活困窮者への相談体制や支援策の充実が課題

認知症高齢者や判断能力が十分ではない方の権利を守
る取組や、地域全体に虐待防止に関する意識を高めるこ
とが必要

 【現況と課題】
個人の尊厳を尊重し、年齢、性別、国籍、障害の有無など
の多様性や、多様な価値観を認め合う「共生社会」や、
「共同参画社会」のさらなる実現に向けた取組が必要

①多様性を認め合う社会の構築

権利擁護
虐待防止

共同参画

社会福祉協議会と連携して相談窓口を拡充、市民後見人のさらなる養成に取り組むなど体制の充実
民生・児童委員、警察等の関係機関、ＮＰＯ法人等による地域の社会資源相互のネットワークの強化

相談支援体制の一層の充実、地域の社会資源との協働により社会的自立に向けた幅広い支援を展開



○
○

○
○

○
○

○
○

建物の耐震化 ○

○ 区民住宅の長寿命化や計画的な更新により適切な維持管理を図るとともに良質なストックとして活用
○ 高齢者人口の増加を見込み安全で暮らしやすい住宅の確保のためサービス付高齢者向け住宅などの供給を支援

マンション支援 ○ マンションの長寿命化に対する取組や管理組合の円滑な運営のためマンション内および近隣住民とのコミュニティ形成を支援

○
○

○
○

水辺環境 ○

○
○

○
○

意識啓発 ○

○ 清潔で快適なまちを目指し、地域や事業所と区が連携することで廃棄物の適正な排出・収集を推進
○ リサイクル活動団体による資源回収の促進や既存リサイクル施設の利用促進により資源循環を推進

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

世界に発信
区に残る有形・無形の財産を活かしながら魅力的な都市機能などを誘導し世界をリードする都市形成を推進
日本橋、築地、晴海などの地域において歴史を継承し先進技術を取り入れながら魅力的なまちづくりを推進

公共交通
さらなる交通需要の増加が見込まれることから交通ネットワークの向上等のためBRTや新しい地下鉄などを整備
水上交通ネットワークを構築するとともに陸上交通などとの連携により回遊性を向上

地域の個性
江戸時代より続く区の個性を遺し活用することでまちの魅力を向上
良質な都心生活地を目指し、地域の個性と未来を融合させ新たな価値を生み出すまちづくりを推進

歩行環境
都市景観の向上や防災機能を強化するため無電柱化や歩道の新設・拡幅を推進し快適な歩行空間を確保
歩道のバリアフリー化や休息スペース、街路樹の整備などによりすべての人が安全・快適に移動できる歩行環境を拡充

交通環境
観光バスの乗降所や駐車スペースを確保することにより渋滞を解消
利用が増加する自転車対策として走行空間の確保や利用マナー向上、コミュニティサイクルの拡充を推進

②地域文化をいかし未来を実現するまちづくり

②地球にやさしく美しいまちづくり

環境に対する意識啓発と発生抑制・再使用・再生利用を促進し環境負荷低減意識の高いまちを実現

清掃・リサイクル

3  魅力ある都市機能と地域の文化を世界に
　発信するまち

みちづくり
景観やバリアフリー、快適性、環境に配慮するとともに地域のまちづくりと連携し、まち全体の魅力を高める道路整備を推進
歴史的な価値や景観を遺しながら老朽化の進む橋りょうの長寿命化

③循環型社会づくりの推進

①都心にふさわしい基盤整備

地球にやさしい
まちづくり

地球温暖化を防止するため再生可能エネルギーや未利用エネルギー、水素エネルギーなどを積極的に活用
森林保全について区民や事業者に対する普及・啓発や活動に対する支援

快適で美しい
まちづくり

○ 環境美化意識の高揚や美しいまちづくりに向けた取組を促進することで世界に誇る美しいまちを実現

公園・
児童遊園

公園利用者の多様なニーズに対応するため複数の公園で機能を分担するなど公園の魅力を向上
大規模開発や公共用地の活用などさまざまな機会を捉え、公園等を整備

水辺を区民の憩いの場とするため水質改善や親水性のある水辺環境を関係機関と連携し整備することでにぎわいを創出

緑化
公共施設の屋上や壁面などの緑化整備や民間施設の緑化への取組を支援
ボランティアなどによる道路や公園などを利用した「まちなか緑化」を促進し、パートナーシップの構築による「緑の輪づくり」を拡充

特定緊急輸送道路沿道建築物や高層住宅などの耐震化や外壁の落下、窓ガラスの飛散防止対策を推進

住宅・住環境
の整備

2  水とみどりあふれる豊かな環境を未来へ
　つなぐまち 水と緑の

ネットワーク
公園などの緑と河川や運河の水辺空間を連続化させ環境軸を整備し、それらを基盤としたまちの形成やヒートアイランド現象の緩和
区内にさまざまな木を植栽し、生き物が生息する自然環境を創出することで潤いと安らぎを感じられる環境形成を推進

①水とみどりにつつまれたやすらぎのある空間づくり

消費生活の
安定・向上

消費者トラブルを未然に防ぐため正しい知識の普及・啓発を推進
多様化する消費者問題に対応するため関係団体との連携や情報の収集・発信、相談体制を充実

②安心して住み続けられる住宅・住環境づくり

地域特性に応じた
防災対策

高層住宅の災害対応力の強化のためマンションの防災対策や地域との連携体制の確立に向けてコミュニティ形成を支援
帰宅困難者対策のため関係機関や民間事業者等との連携・協力体制の強化

犯罪のない
まちづくり

地域力を活かし、区民が安心して生活できる犯罪に強いまちづくりを推進
テロなどの脅威に対し、リスク情報の収集・発信や関係機関との連携、的確な初動措置の確保など危機管理体制の強化

２ 快適部会報告概要
 大項目 施策の方向性

1  災害・犯罪に強くいつまでも住み続けられる
　まち

地域防災体制
防災・危機管理意識の向上や家庭における日々の備え、防災拠点の運営力の強化
防災・医療機関、事業所などとの連携強化と情報収集や伝達手段の多様化など総合的な防災力の向上

①地域ぐるみの防災力・防犯力の向上

世界規模での環境問題が深刻化するなか地球環境を保全
し清らかな水、空気を未来に引き継ぐことが必要

環境負荷の少ない社会の実現のため省資源・省エネル

ギー等の取組や先端技術の導入などの試みが必要
都内随一の水辺環境をいかし憩いの場である公園・緑地と
ともに水と緑のネットワークの充実が必要
区民や事業者との連携により緑化の促進を図り、自然と調
和しやすらぎを感じられる住環境の整備が必要

◇

◇

◇

◇

23区の中で特に道路や公共交通などの都市基盤が充実
人口増加を見据え増加する交通需要への対応が課題
商業や観光のため区内の回遊性を高める交通網の整備や
バリアフリーの対応などを推進し安心で安全かつ快適な都
市機能の整備が必要
個性豊かなまちが多く存在し、伝統を守るだけでなく時代
ごとに先進的なまちづくりを取り入れ昇華させた地域文化
で日本や東京を牽引
世界をリードする都市として地域文化を受け継ぎながら区
民一人一人が豊かに暮らせるまちづくりが必要

【現況と課題】

【現況と課題】

【現況と課題】

自然災害が発生しやすい国土であることから、地震や風
水害等の災害に対処できる態勢の確保が重要
震災の教訓を踏まえ、｢自助｣､｢共助｣､｢公助｣が一体と
なった総合的な防災力の向上が必要
観光客や公共交通機関から生じる通過人口等の帰宅困
難者対策が課題
インターネット等を悪用した犯罪やトラブルから区民生活
の安全を守るための防犯対策・消費者教育の推進が必要
高齢者人口の増加を見据えた住宅・住環境の整備やマン
ションに対するハード・ソフト両面からの取組が必要
大規模テロなどの新たな脅威に対する的確な対応が必要

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇
◇
◇

◇

◇



①特色ある商業活力が融合し、かがやきを放つ都心商業の形成

○
○
○

○
○

②時代の変化に対応し、最先端の都市型産業として進化する環境づくり

○
○

○
○

③まちのいとなみを楽しむ「都市観光」の推進

○ 歴史と文化に根ざした魅力溢れる観光資源や潤いのある水辺を最大限に活用
○ 船や自動車、自転車などの乗り物と、人の動きが融合した移動しやすいまちの形成
○ 外国の方も訪れたくなる特色のある集客の核づくりや観光客がゆったりとくつろげるような環境を整備

○ インバウンドなどの取り込みにより地域経済を活性化
○ 観光情報センターは地域の観光案内施設と連携し効果的に情報を提供。地域の魅力を観光客自らが拡散する仕組みづくりの推進
○ 通信環境、案内サインなどの基盤的受入環境の整備により集客と区内全域への回遊の促進。相互理解を促進しトラブルを防止

①子どもたちの可能性が開花する教育の推進

○
○

○
○

②希望に満ち、次代を担う子どもの育成

家庭教育 ○

○
○

③生涯にわたり学ぶ喜びを分かち合える学習活動の推進

○ 区民ニーズを捉え、生涯学習機関や企業と連携を図りながら生涯学習事業を推進するとともに、学習成果を地域にいかす場を提供
○ 社会教育関係団体の育成のため、学習機会の提供や成果発表の場の拡充など、意欲を保てる環境を整備

図書館サービス ○ 幅広い世代の知的好奇心を満たす読書相談機能や地域資料を充実。豊かな感性や思いやりの心を育む子どもの読書環境を整備

④スポーツの楽しさが広がる環境づくり

生涯スポーツ ○ スポーツ・レクリエーション活動を楽しむことができる機会、スポーツを観る、触れる機会の充実

スポーツの場 ○ スポーツ施設の設備の充実、公園・広場等公共空間の有効活用。障害者スポーツ環境の充実

地域スポーツ ○ スポーツ団体の活動支援や指導者の確保・育成。民間事業者等との連携・協力を推進

①さまざまな絆が生み出す「地域力」の向上

○
○

協働 ○

②豊かな心を育む文化活動の振興

○
○

歴史的・文化的遺産 ○

③国や地域を越えた交流が深まり多様な価値観が共生するまちづくり

国際・地域間交流 ○ オリンピック・パラリンピックを機に多くの方が来訪。すべての人々にとって暮らしやすく活動しやすい環境づくりを推進

平和 ○ 平和への思いを深める機会を継続的に提供。あらゆる施策を通じ平和都市宣言の趣旨を普及・啓発

文化振興
区内の多彩な文化資源を積極的にPRし、文化に接する機会を拡大
区の歴史、文化を継承する企業、商店が主体となったイベント等を支援。住み働くまちの歴史と文化に対する誇りや愛着心を醸成

有形・無形の文化遺産を文化財として指定・登録、公開し、次代へ継承。区の観光資源としても活用

生涯学習

3  人々のつながりが広がる文化の香りと平和
　に包まれたまち

都心コミュニティ
地域行事・学校行事などの機会を捉え、良好なコミュニティを醸成
地域活動への意欲がある方の参加を促進し担い手を発掘・養成。企業、ボランティア等と連携し良好な都心コミュニティを形成

NPOやボランティア活動を地域の需要へ結びつけるため、中間支援拠点によるコーディネートなど連携を支援

魅力ある学校
教員の資質・能力の向上と、組織力をいかし迅速かつ的確に課題解決できるよう「学校力」を強化
子どもの個性をいかす教育ニーズに応えうる良質な教育環境を整備。学校は地域やあらゆる世代のコミュニティの核に

多様な機会を捉え家庭教育の学習機会を充実。家庭・地域・学校・関係機関が連携し、地域全体で家庭教育を支援する体制を整備

健全育成活動
青少年がさまざまな人々と交流し豊かな経験を得られる体験活動の場を充実
ネット上の有害情報や深夜営業店舗の増大などの問題に対し、青少年への啓発活動や事業者への指導、取り締まりを推進

来街者受入

2  豊かな学びにあふれ健やかな体を育むまち

質の高い教育
論理的思考力やコミュニケーション能力、外国語による発信力、情報活用能力を向上させ、課題解決能力を育成
日本や他国の伝統・文化・技術の理解や人間の多様性の尊重など、他者に共感できる感性や思いやりのある豊かな人間性を育成

勤労者福祉等
ハローワークなど関係機関と連携し、中小企業の人材確保・区民の安定した就労を実現
「レッツ中央」の事業充実により、勤労者の生活の安定と福利厚生の向上。生涯学習分野とも連携し講座を充実

都市観光

商店街
地域の歴史・文化など特性をいかし「地域ブランド」を確立。複数商店街、地域団体等と連携し、回遊性を高める取組を推進
増加が見込まれる観光客が最先端と下町情緒豊かな文化が調和する、区ならではの「おもてなし」を堪能できる環境を整備

経営支援等
印刷・製本業 ： 広告・デザイン、ファッション、情報サービス業などの創造的産業と融合を図りつつ、付加価値を向上
女性や若者の起業促進など時代の変化に対応した新たな取組を積極的に支援

3  躍動部会報告概要
大項目 施策の方向性

1  多彩な産業が地域に活力を与え、多様な
　人が集いにぎわうまち

都心商業
飲食・小売業 ： 都心商業地の特性をいかし顧客満足度の高いサービスを提供。まちや店舗の魅力を磨きにぎわいを創出
繊維・衣類卸売業 ： インターネットによる営業活動やインバウンド需要の取り込みなど流通形態の変化等を踏まえた取組を支援
築地市場移転後も「築地魚河岸」と場外市場が連携し、食のまちとしての築地の活気とにぎわいを継承

【資料３】

【現況と課題】

【現況と課題】

【現況と課題】

就業形態や価値観の多様化などから地域活動の担い手不足
など新たな課題が発生
人のつながりが生む地域の力を区の発展の原動力とし、地域
の文化を大切にしつつ、多様な主体が協働する都心コミュニ
ティの構築が必要
国際化の進展を踏まえ、言葉や習慣の違いを超えて尊重し
合い交流する開かれた地域社会を目指していくことが重要
あらゆる施策を通して平和の理念を反映させていくことが必要

グローバル化の進展など教育を取り巻く環境が変化する中、
知・徳・体のバランスのとれた教育の推進が重要
年間出生数は2,000人に迫る状況。今後の急速な人口増を見
据え、学校施設の計画的な増改築や新規整備が必要
核家族化や共働き家庭が増加する中、子育て家庭の孤立化
防止は重要な課題。「親力」を高める支援、地域全体による家
庭教育の支援が必要
子どもの成長に必要な他者との関係が希薄化し経験や体験
が不足。体験活動へ参加する機会を増やすことが必要
生涯学習については、自己実現や豊かな人生のため、あらゆ
る機会にどこでも学習でき、成果を地域活動にいかせる環境
づくりが必要
誰もがスポーツに親しめる機会を積極的に創出していくことが
必要

◇

◇

◇

◇

◇

◇

江戸開府以来商いのまちとして飲食・小売業、繊維・衣類卸
売業、出版・製本業、金融・証券業など多彩な産業が高度に
集積
事業所数、従業員数ともに23区トップクラス。日本全体の経済
を牽引
東京への人口集中、外国人観光客の飛躍的増加、流通形態
や消費者ニーズの多様化など産業を取り巻く環境は急激に
変化
商店街、地場産業の活性化、中小企業基盤強化、観光関連
事業の展開などにより地域経済の活性化・新たなにぎわいの
呼び起こしが必要
区内事業所の96％が従業員数100人未満の中小事業所。大
企業に比べ労働環境や福利厚生の面で厳しい状況にあり、
雇用の確保や勤労者の生活安定などに向けた支援が必要

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇


